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水害時における地方自治体の外国人支援施策に関す
る調査報告














生する危険性が高っている。図 1は、全国の 1時間降水量 50mm以上の年間発
生回数の経年変化図を示したものである。全国の 1時間降水量 50mm以上の年
間発生回数は、統計期間 1976 年～2019 年で 10 年あたり 28.9 回の増加がみられ
る。また、最近 10 年間（2010 年～2019 年）の平均年間発生回数は約 327 回であ
り、統計期間最初の 10 年間（1976 年～1985 年）の平均年間発生回数が約 226 回
であることから、これらを比較すると平均年間発生回数は、約 1.4 倍増加してお
り、洪水の危険性が高まっていることが見いだせる。
　一方で、2018 年末の日本における在留外国人数は 2,731,093 人であり、20 年前
（1998 年末：1,512,116 人）と比較して約 100 万人以上増加し、「約 50 人に 1人が
外国人」（総人口に占める割合は約 2.0％）という状況となり、今後も増加傾向が
見込まれている（法務省平成 30（2018）年度在留外国人数統計）。また、在留外



























　本調査研究の対象は、外国人住民が居住し、最近 5年間（2015 年～2019 年）
に水害被害にあった地方自治体 1,030 団体である。水害の有無は、2015 年～2017
年は国土交通省「水害統計」を基に、2018 年～2019 年は都道府県庁防災課から
水害被害のあった基礎自治体を抽出した。調査時期は 2019 年 5 月 7 日～2019 年
6 月 15 日である。調査票を郵送し、一部の自治体は電子メールによっても調査
票を回収し、有効回収数は 422 件、有効回収率は 41.0％となった。なお、表 1は、
地域ブロック（1）別の対象（送付数・回収数）である。
表 1　地域ブロック別対象自治体数（送付数・回収数）





発送数 72 143 205 35 115 141 84 78 157










































































　回答自治体における過去 5 年間（2014 年～2018 年）の水害被害（図 4）は、
2018 年が床下浸水（17.1％）、床上浸水（10.2％）と最も多く、同年 7月に発生




問 14 貴自治体では、近年（2014 年～2018 年）どの程度の水害被害がありましたか。
床下浸水又は床上浸水の被害があった年に○をつけてください。
⑶ 外国人住民数と外国人住民比率について
　回答自治体の外国人住民数は、「100 人以上 1,000 人未満」（42.7％）が最も多
く、次いで「100 人未満」（25.6％）、「1,000 人以上 5,000 人未満」（20.4％）となっ
ている（図 5）。また、回答自治体の全住民に占める外国人住民の比率は、「1％
未満」（49.5％）が最も多く、次いで「1％以上 5％未満」（47.2％）となっており、






図 5　回答自治体の外国人住民数 図 6　回答自治体の外国人住民数




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































外国籍住民の防災・災害に関する調査を 2006 年 12 月から 2007 年 3 月にかけて


















































































































































































































既存の施策の修正を行ったという回答があった自治体は 20 あった。20 のすべて













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　本稿は、正島美智子が 2020 年 7 月に法政大学大学院公共政策科に提出した修士論文「水害
に対する地方自治体の外国人支援に関する実証的研究」で実施された調査報告を元にしている。
なお、調査票調査実施にあたっては、科研費（16H02039）を一部用いている。
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市
国
際
課
大
学
や
専
門
学
校
の
協
力
を
得
て
希
望
者
を
募
集
し
て
い
る
例
年
春
と
秋
の
２
回
、
そ
れ
ぞ
れ
20
人
程
度
の
参
加
が
あ
る
21
石
川
県
金
沢
市
役
所
多
言
語
防
災
情
報
発
信
事
業
金
沢
市
外
国
人
向
け
防
災
情
報
提
供
w
eb
ペ
ー
ジ
を
作
成
予
定
22
福
井
県
福
井
市
役
所
福
井
市
・
鯖
江
市
・
越
前
市
各
国
際
交
流
協
会
と
の
連
携
福
井
市
お
も
て
な
し
観
光
課
国
際
室
、
ふ
く
い
市
民
国
際
交
流
協
会
非
常
時
に
近
隣
市
町
と
の
協
力
体
制
を
築
く
例
年
1
回
程
度
、
防
災
関
連
の
研
修
会
を
合
同
で
実
施
し
て
い
る
外
国
人
の
た
め
の
防
火
・
防
災
研
修
会
の
実
施
防
災
セ
ン
タ
ー
、
ふ
く
い
市
民
国
際
交
流
協
会
通
訳
等
を
配
置
し
、
防
災
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
外
国
人
は
15
人
参
加
し
、
導
入
し
た
ば
か
り
の
通
訳
を
か
い
し
て
の
緊
急
通
訳
の
や
り
方
も
体
験
し
た
福
井
市
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加
の
促
進
福
井
市
危
機
管
理
課
、
ふ
く
い
市
民
国
際
交
流
協
会
通
訳
等
を
配
置
し
、
防
災
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
外
国
人
は
9
人
参
加
し
た
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23
長
野
県
茅
野
市
役
所
防
災
カ
ー
ド
の
配
布
茅
野
市
防
災
課
、
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
茅
野
別
紙
外
国
籍
市
民
の
約
4
割
に
配
布
防
災
ガ
イ
ド
の
配
布
別
紙
別
紙
外
国
籍
市
民
の
約
4
割
に
配
布
外
国
籍
市
民
向
け
の
防
災
講
座
を
開
催
茅
野
市
防
災
課
、
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
茅
野
２
～
3
年
に
1
回
、
防
災
講
座
を
開
催
の
べ
30
～
40
人
が
受
講
24
長
野
県
上
田
市
役
所
防
災
講
座
の
開
催
市
、
上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会
（
A
M
U
 ）
日
本
人
と
外
国
人
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
避
難
場
所
の
確
認
、
非
常
食
体
験
、
消
火
器
体
験
参
加
者
29
名
多
言
語
防
災
メ
ー
ル
の
配
信
市
や
さ
し
い
日
本
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国
、
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
6
か
国
語
で
メ
ー
ル
配
信
登
録
70
人
25
岐
阜
県
岐
阜
市
役
所
防
災
啓
発
事
業
岐
阜
市
国
際
化
（（
公
財
）
岐
阜
市
国
際
交
流
協
会
）
外
国
人
を
対
象
と
し
た
防
災
啓
発
講
座
を
実
施
し
た
参
加
者
は
２
０
名
程
度
で
あ
り
、
体
験
を
通
じ
て
意
識
が
高
ま
っ
た
災
害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
事
業
岐
阜
市
国
際
化
（（
公
財
）
岐
阜
市
国
際
交
流
協
会
）
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
訓
練
を
実
施
し
た
参
加
者
は
２
０
名
程
度
で
あ
り
、
災
害
時
の
外
国
人
支
援
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
26
静
岡
県
掛
川
市
役
所
平
成
30
年
度
地
域
防
災
訓
練
東
大
阪
区
自
主
防
災
会
、
危
機
管
理
課
、
企
画
政
策
課
、
多
文
化
共
生
・
男
女
協
働
係
モ
デ
ル
地
区
訓
練
に
お
い
て
外
国
人
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
た
。
参
会
者
21
名
27
静
岡
県
三
島
市
役
所
避
難
所
運
営
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
危
機
管
理
課
避
難
所
に
や
さ
し
い
日
本
語
で
生
活
の
ル
ー
ル
を
置
い
て
い
る
28
静
岡
県
沼
津
市
役
所
外
国
人
の
た
め
の
防
災
対
策
沼
津
市
地
域
自
治
課
国
際
係
防
災
訓
練
を
外
国
人
の
方
を
対
象
に
行
っ
た
参
加
者
は
５
６
名
あ
り
、
防
災
の
知
識
を
得
ら
れ
て
よ
か
っ
た
、
避
難
方
法
や
救
助
の
方
法
を
学
べ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
29
静
岡
県
焼
津
市
役
所
市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
焼
津
市
地
域
防
災
課
地
域
で
活
躍
す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
を
行
っ
た
30
静
岡
県
浜
松
市
役
所
災
害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
（
公
財
）
浜
松
国
際
交
流
協
会
大
規
模
災
害
時
に
多
言
語
情
報
の
発
信
や
情
報
収
集
、
避
難
所
へ
の
通
訳
者
派
遣
な
ど
外
国
人
支
援
活
動
を
行
う
拠
点
と
な
る
災
害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備
を
図
る
た
め
の
訓
練
を
実
施
毎
年
、
市
（
国
際
課
、
危
機
管
理
課
）
と
浜
松
国
際
交
流
協
会
、
災
害
時
多
言
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
25
～
30
名
が
参
加
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
た
多
文
化
防
災
訓
練
の
実
施
（
公
財
）
浜
松
国
際
交
流
協
会
外
国
人
住
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
や
地
域
と
の
間
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
外
国
人
住
民
の
参
加
を
促
し
て
防
災
訓
練
を
実
施
毎
年
2
地
区
程
度
で
訓
練
を
実
施
し
、
地
元
自
治
会
や
地
域
の
総
合
病
院
か
ら
多
数
が
参
加
災
害
時
多
言
語
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
（
公
財
）
浜
松
国
際
交
流
協
会
災
害
時
に
防
災
知
識
の
不
足
や
言
葉
の
壁
な
ど
か
ら
必
要
と
な
る
情
報
・
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
外
国
人
を
支
援
す
る
た
め
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
よ
る
災
害
時
多
言
語
通
訳
人
材
の
研
修
を
実
施
し
、
育
成
。
外
国
人
市
民
40
～
50
名
が
一
定
の
研
修
を
受
講
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
簿
へ
登
録
済
み
31
静
岡
県
富
士
市
役
所
ふ
じ
Bo
us
ai
富
士
市
防
災
危
機
管
理
課
（
ブ
ー
ス
担
当
：
国
際
交
流
室
）
・
や
さ
し
い
日
本
語
の
紹
介
、
や
さ
し
い
日
本
語
の
ク
イ
ズ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部
開
設
訓
練
社
会
福
祉
協
議
会
、
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
チ
ラ
シ
の
翻
訳
・
外
国
語
で
寄
せ
ら
れ
る
情
報
の
翻
訳
120
N
o
都
道
府
県
自
治
体
名
事
業
1
実
施
主
体
1
事
業
内
容
1
成
果
1
事
業
2
実
施
主
体
2
事
業
内
容
2
成
果
2
事
業
3
実
施
主
体
3
事
業
内
容
3
成
果
3
32
愛
知
県
岡
崎
市
役
所
多
言
語
防
災
緊
急
メ
ー
ル
（
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
や
さ
し
い
日
本
語
）
岡
崎
市
国
際
課
災
害
、
防
災
に
関
す
る
メ
ー
ル
を
登
録
届
に
送
信
す
る
登
録
者
は
12
00
名
程
度
33
愛
知
県
幸
田
町
役
場
総
合
防
災
訓
練
幸
田
町
消
防
本
部
避
難
訓
練
及
び
初
期
消
火
訓
練
へ
の
参
加
34
愛
知
県
西
尾
市
役
所
外
国
人
の
た
め
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
西
尾
市
地
域
つ
な
が
り
課
、
危
機
管
理
課
、
国
際
交
流
協
会
外
国
人
を
対
象
と
し
た
防
災
講
話
を
実
施
参
加
者
は
15
0
人
程
度
で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
外
国
人
の
防
災
意
識
を
少
し
ず
つ
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
35
愛
知
県
田
原
市
役
所
「
外
国
人
技
能
実
習
生
向
け
防
災
講
座
」
を
開
催
田
原
市
広
報
秘
書
課
、
た
は
ら
国
際
交
流
協
会
地
域
の
外
国
人
技
能
実
習
生
を
対
象
と
し
、
起
震
車
の
体
験
や
防
災
講
座
、
非
常
食
の
試
食
を
行
っ
た
実
習
生
の
雇
用
主
を
含
め
、
30
人
程
度
が
参
加
し
、
地
震
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
36
三
重
県
伊
勢
市
役
所
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
避
難
所
運
営
訓
練
市
民
交
流
課
外
国
人
を
対
象
と
し
た
災
害
防
災
の
知
識
を
高
め
る
訓
練
日
本
で
生
活
す
る
た
め
に
、
災
害
や
身
を
守
る
方
式
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
防
災
講
習
危
機
管
理
課
技
能
実
習
生
を
対
象
と
し
た
講
習
災
害
に
対
す
る
知
識
の
向
上
や
つ
な
が
り
、
今
後
の
終
了
に
備
え
る
37
三
重
県
鈴
鹿
市
役
所
「
外
国
人
技
能
実
習
生
合
同
講
習
会
」
を
毎
月
開
催
鈴
鹿
市
産
業
振
興
部
産
業
政
策
課
他
国
籍
者
を
対
象
に
火
災
予
防
、
救
命
、
防
火
対
策
な
ど
日
本
で
の
生
活
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
に
加
え
て
講
習
を
実
施
毎
月
30
名
程
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
多
く
の
国
籍
の
方
が
参
加
し
、
日
本
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
38
滋
賀
県
長
浜
市
役
所
外
国
人
向
け
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
長
浜
市
市
民
活
躍
・
N
PO
長
浜
市
国
際
交
流
協
会
防
災
知
識
の
普
及
参
加
者
20
人
前
後
39
大
阪
府
吹
田
市
役
所
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
外
国
語
版
の
作
成
、
印
刷
吹
田
市
総
務
部
危
機
管
理
室
外
国
人
を
対
象
に
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
る
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
外
国
語
版
の
作
成
、
印
刷
吹
田
市
総
務
部
危
機
管
理
室
外
国
人
を
対
象
に
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
る
避
難
所
等
整
備
事
業
（
避
難
所
標
識
の
修
繕
）
吹
田
市
総
務
部
危
機
管
理
室
多
言
語
表
記
に
変
更
（
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
）
避
難
所
を
認
識
す
る
40
大
阪
府
泉
佐
野
市
役
所
Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
へ
の
災
害
時
情
報
連
携
泉
佐
野
市
事
業
名
と
同
じ
交
通
事
業
者
及
び
宿
泊
事
業
者
と
連
携
す
る
こ
と
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
41
大
阪
府
富
田
林
市
役
所
や
さ
し
い
日
本
語
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
富
田
林
市
危
機
管
理
室
外
国
人
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
用
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
っ
た
。
42
兵
庫
県
伊
丹
市
役
所
避
難
所
の
環
境
整
備
危
機
管
理
室
外
国
人
市
民
に
も
対
応
し
た
指
定
避
難
所
の
案
内
表
示
板
の
設
置
今
年
度
事
業
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43
兵
庫
県
三
田
市
役
所
多
言
語
広
報
誌
の
発
行
三
田
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
地
域
防
災
訓
練
日
時
を
掲
載
（
月
１
回
、
英
語
・
中
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
語
や
さ
し
い
日
本
語
に
翻
訳
し
作
成
）
外
国
人
全
世
帯
へ
郵
送
に
よ
り
地
域
情
報
を
提
供
で
き
た
。
外
国
人
防
災
訓
練
の
開
催
三
田
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
・
三
田
市
危
機
管
理
課
・
三
田
市
消
防
本
部
・
三
田
市
国
際
交
流
協
会
外
国
人
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
。
参
加
者
は
外
国
人
・
支
援
者
等
３
０
人
程
度
で
基
礎
知
識
を
学
び
、
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
多
言
語
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
三
田
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
多
言
語
版
を
作
成
し
転
入
時
や
防
災
訓
練
で
配
布
自
宅
近
く
の
避
難
所
や
災
害
時
の
対
応
な
ど
、
多
言
語
版
に
よ
り
理
解
促
進
に
つ
な
が
っ
た
。
44
岡
山
県
笠
岡
市
役
所
出
前
講
座
笠
岡
市
外
国
人
実
習
生
に
対
し
、
防
災
の
基
礎
講
話
を
行
っ
た
H
30
、
48
名
の
受
講
実
技
あ
り
45
岡
山
県
総
社
市
役
所
別
添
：
総
社
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
施
策
の
概
要
参
照
46
広
島
県
海
田
町
役
場
町
が
発
信
す
る
「
防
災
情
報
メ
ー
ル
」
の
多
言
語
化
海
田
町
総
務
部
防
災
課
町
が
発
信
す
る
「
防
災
情
報
メ
ー
ル
」
の
多
言
語
化
を
行
い
、
外
国
人
で
も
理
解
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。
47
広
島
県
広
島
市
役
所
外
国
人
市
民
及
び
災
害
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
防
災
研
修
広
島
市
市
民
局
人
権
啓
発
課
広
島
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
H
31
年
度
実
施
予
定
外
国
人
市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
広
島
市
市
民
局
人
権
啓
発
課
外
国
人
市
民
を
対
象
と
し
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
っ
た
H
27
～
H
30
 年
度
実
施
48
広
島
県
東
広
島
市
役
所
外
国
人
防
災
フ
ェ
ス
タ
東
広
島
市
政
策
推
進
監
（
委
託
事
業
）
外
国
人
市
民
を
対
象
と
し
た
災
害
時
対
応
の
研
修
会
や
防
災
施
設
の
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
地
震
や
台
風
等
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
災
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
人
も
い
た
49
広
島
県
府
中
町
役
場
（
防
災
）
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
府
中
町
危
機
管
理
課
登
録
制
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
多
言
語
化
（
着
手
中
・
未
開
始
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
PD
F
等
多
言
語
化
府
中
町
危
機
管
理
課
PD
F
等
を
多
言
語
に
翻
訳
で
き
る
機
能
に
取
り
組
み
中
。
50
山
口
県
下
関
市
役
所
災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
下
関
市
国
際
課
・
山
口
県
災
害
時
の
外
国
人
支
援
に
関
す
る
講
義
・
演
習
参
加
者
38
名
。
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
外
国
人
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。
外
国
人
住
民
の
た
め
の
防
災
教
育
下
関
市
国
際
課
・（
財
）
山
口
県
国
際
交
流
会
県
内
在
住
の
外
国
人
対
象
災
害
の
講
演
、
消
火
体
験
な
ど
参
加
者
31
名
。
防
災
に
関
す
る
情
報
が
入
手
で
き
よ
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
51
山
口
県
下
松
市
役
所
特
に
な
し
：
民
間
事
業
所
の
施
策
に
任
せ
て
い
る
52
香
川
県
高
松
市
役
所
「
外
国
人
住
民
の
た
め
の
防
災
訓
練
」
を
実
施
香
川
県
・
高
松
市
消
防
車
、
救
急
車
の
見
学
、
避
難
所
見
学
、
非
常
食
の
試
食
、
11
9
番
通
報
体
験
外
国
人
の
日
本
の
防
災
知
識
の
向
上
外
国
人
住
民
の
た
め
の
防
災
「
災
害
時
に
お
け
る
多
言
語
・
情
報
伝
達
訓
練
」
を
実
施
香
川
県
・
高
松
市
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
訓
練
、
避
難
所
で
の
情
報
伝
達
訓
練
外
国
人
の
日
本
の
防
災
知
識
の
向
上
122
N
o
都
道
府
県
自
治
体
名
事
業
1
実
施
主
体
1
事
業
内
容
1
成
果
1
事
業
2
実
施
主
体
2
事
業
内
容
2
成
果
2
事
業
3
実
施
主
体
3
事
業
内
容
3
成
果
3
53
福
岡
県
北
九
州
市
役
所
北
九
州
市
防
災
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
（
H
30
～
）
北
九
州
市
、（
公
財
）
北
九
州
国
際
交
流
協
会
西
日
本
豪
雨
発
生
時
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
た
平
常
時
に
比
べ
、
H
P
や
fa
ce
bo
ok
の
閲
覧
数
が
約
2.5
倍
に
増
加
し
た
災
害
時
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
（
H
24
～
）
北
九
州
市
、
（
公
財
）
北
九
州
国
際
交
流
協
会
災
害
時
に
市
及
び
協
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
職
員
に
同
行
し
、
通
訳
等
を
行
う
サ
ポ
ー
タ
ー
を
登
録
、
養
成
。
H
31
年
3
月
末
時
点
で
11
言
語
、
70
名
が
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
54
長
崎
県
長
崎
市
役
所
外
国
人
住
民
支
援
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
長
崎
市
国
際
課
災
害
発
生
時
に
活
動
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
外
国
人
住
民
の
居
住
区
の
近
く
に
何
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
か
把
握
で
き
た
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
多
言
語
配
信
防
災
危
機
管
理
室
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
3
か
国
語
に
よ
り
防
災
情
報
メ
ー
ル
を
配
信
確
認
中
55
熊
本
県
熊
本
市
役
所
避
難
所
の
整
備
熊
本
市
国
際
課
・
熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団
災
害
発
生
時
に
在
留
外
国
人
を
対
象
と
す
る
避
難
所
を
整
備
し
た
。
熊
本
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
外
国
人
を
対
象
と
し
た
避
難
所
の
開
設
が
可
能
に
な
っ
た
。
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
熊
本
市
国
際
課
・
熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団
災
害
発
生
時
に
要
配
慮
者
と
な
る
外
国
人
に
対
し
、
多
言
語
で
情
報
を
提
供
す
る
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
。
熊
本
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
発
生
時
に
外
国
人
へ
の
多
言
語
で
の
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
整
備
し
た
。
災
害
時
外
国
人
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
運
営
熊
本
市
国
際
課
・
熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団
災
害
発
生
時
に
必
要
な
情
報
を
届
け
る
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
及
び
外
国
人
居
住
者
の
相
談
履
歴
や
日
本
語
学
習
履
歴
を
活
用
し
効
果
的
な
在
住
外
国
人
居
住
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
運
営
し
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に
事
前
登
録
を
し
た
外
国
人
に
必
要
な
情
報
を
迅
速
に
配
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
56
熊
本
県
人
吉
市
役
所
外
国
語
対
応
避
難
誘
導
表
示
看
板
の
設
置
人
吉
市
防
災
安
全
課
市
内
の
指
定
避
難
所
22
か
所
に
誘
導
看
板
を
設
置
し
た
57
大
分
県
大
分
市
役
所
「
災
害
時
多
言
語
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
大
分
市
文
化
国
際
課
・
国
際
化
推
進
室
災
害
時
に
24
時
間
多
言
語
（
17
言
語
）
で
対
応
で
き
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
災
害
時
に
情
報
を
得
に
く
い
外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
「
多
言
語
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
・
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
配
布
大
分
市
文
化
国
際
課
・
国
際
化
推
進
室
や
さ
し
い
日
本
語
・
英
・
中
・
韓
の
4
か
国
語
で
作
成
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
説
明
を
行
う
。
留
学
生
や
技
能
実
習
生
を
対
象
に
行
う
こ
と
で
、
災
害
時
の
行
動
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
58
大
分
県
中
津
市
役
所
外
国
人
住
民
へ
の
防
災
講
習
会
民
間
の
共
同
組
合
講
師
役
と
し
て
参
加
毎
年
10
～
20
名
程
の
外
国
人
労
働
者
へ
知
識
普
及
を
行
っ
て
い
る
59
沖
縄
県
中
城
村
役
場
土
砂
災
害
防
災
訓
練
中
城
村
総
務
課
、
消
防
、
警
察
、
県
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
住
民
参
加
に
よ
る
実
践
的
な
訓
練
訓
練
参
加
者
は
約
50
人
。
地
域
に
住
む
6
人
の
外
国
人
が
訓
練
に
参
加
。
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［付録 2］　外国人住民のための国、都道府県、市区町村、民間事業者・NPOの
役割に関する自由回答
【国に求める役割】
■財政支援・予算措置
・自治体への財政支援
・補助金、交付金の充実
・取り組みへの財源の確保
・防災システムの多言語化対応改修費用の予算化
・ハザードマップ作成などにかかる財政支援
■省内体制の整備
・防災を含む在住外国人との共生に関し、国や地方自治体等の責務などを位置づ
けるための法整備及び十分な財政措置の仕組みの創設。また、その際には地方
自治体等との連携しよく意見聴取するとともに、地域の実情に応じて柔軟に実
施・活用できる仕組の構築
・ガイドラインの策定や指針などの公表
・災害時の支援体制に向けた制度の整備
・法整備、地方公共団体への専門的な人材の派遣、都道府県をまたぐ外国人向け
防災施策の推進、情報配信システムの構築
・大使館との連絡調整
・都道府県域を超える広域な連携体制構築のための支援
・災害時外国人情報コーディネーター養成
■外国人の入国時の災害対応
・入国する際に、災害発生時にどのような行動をとればいいのか、パンフレット
の配布等
・入国前あるいは入国に際しての国内災害発生状況の周知
・入国時に通訳アプリのインストールを促すチラシ等を配布する
・入国手続きの際に外国人へ発災時における行動について通知
・日本の災害の特性について広報
124
■ Lアラートの配信
・Lアラートの放送文について多言語放送を用意する
・Lアラートなどを利用した外国人への統一的な情報伝達経路の整備等
■多言語による情報提供
・防災パンフレットの外国語版の作成
・外国人向けの防災関係資料の作成
・多言語の気象情報、避難情報の周知
【都道府県に求める役割】
■都道府県庁内体制の整備
・県内外関係機関間の協力体制確立の支援、連絡調整
・各市町村の状況把握・必要な通訳者の確保と派遣準備
・外国人が多く居住する地区や勤務する工業地域等の調査
・国の定めた方針を広く周知する、自治体として広域的な課題に対する市町村で
対応が困難な部分を補う
・市区町村をまたぐ外国人向け防災施策の推進、情報配信システムの構築、地域
国際化協会等との連携
・県全体の情報集約・公表、帰宅支援、国との調整等
・都道府県の災害の特性について広報
・市町村等の被災状況を把握し、国への応援依頼及び調整、市町村への支援実施
・外国語が得意な職員の積極的な採用
■市区町村における取り組み支援
・市町村に対する支援（人的支援）、助言
・小規模な自治体のみでは対応が困難な事柄等に対する支援体制の確立
・市町村や民間・NPOが行う事業の支援
■財政支援
・自治体への財政支援
・市区町村の外国人対策事業への補助
・補助金等の助成
125
■防災教育
・生徒・児童への防災教育
・外国人へ対する防災対策の冊子等の作成、県内の事業者等へ外国人防災の普及
啓発の実施
・外国人防災に係るセミナー等の開催、講師の派遣
■マニュアル作成と情報共有
・Lアラートなどを利用した外国人への統一的な情報伝達経路の整備など
・外国人に対し防災伝達、周知を行う市町村への広報支援の確立
■技術支援
・市に対する積極的な技術的支援
【市区町村に求める役割】
■役所内体制の整備
・市町村内の部署間の連携
・庁内横断体制の整備
・管内の企業や民間団体との連携
・相談窓口の開催
・避難標識等の整備、食糧等の備蓄、防災知識の普及・啓発
・被災状況等に関する情報収集・情報発信、応援・支援の受入統括、支援活動を
行う組織・団体等の活動環境の整備
・民間事業者、NPO、医療機関への通訳派遣等の連携
・地域防災計画において、外国人支援を明記し周知する
・ガイドラインに基づく具体な行動計画策定、マニュアル作り
・外国語が得意な職員の積極的な採用
■多言語によるハザードマップの周知
・地域の実態に促した多言語でのハザードマップ等の作成
・外国人へのweb ハザードマップの周知
・多言語の避難所、ハザードマップ、避難情報の周知
・ハザードマップの多言語化など外国人向けの広報活動を充実させる
126
■多言語による情報提供
・多言語での防災関連情報の提供（平常時、非常時）
・避難所等の情報提供
・災害時の生活支援
■防災教育
・外国人住民の防災教育
・生徒児童、幼保への防災教育
・住民や企業等への意識啓発、防災知識の普及、防災訓練への参加推進
■その他
・国際交流協会等との連携
・普段からのコミュニティパーソンとのつながりづくり
【民間事業者・NPOに求める役割】
■通訳サポート
・通訳の人員確保
・通訳の派遣
・災害時に通訳や翻訳の支援
・避難所における通訳サポート
・個別相談、通訳、言語ボランティアのコーディネート
・通訳等のネットワークづくり
■行政との連携
・行政と連携した支援の提供
・行政では困難なきめ細やかな対応
・情報の共有、連携
■外国人就労者の防災教育
・雇用している外国人へ対しての防災教育の実施
・外国人就労者への平常時からの防災対策の周知
・身近な存在として直接的な避難支援
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■多言語情報発信ツールの開発
・防災アプリの多言語化
・自治体等が示す防災関連情報等を入手するためのアプリ等の改良等
■その他
・災害時における外国人被災者の保護
・細部にわたる気持ちに寄り添った支援
・市町域を越えた活動の展開
・自らが持つネットワークや知識経験を生かして取り組みを進める
・それぞれが協力し合い、外国人が訓練への参加や意識啓発をそれぞれの得意分
野を生かして取り組む
